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株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上

げます。当連結会計年度（平成29年2月1日から平成30年1月31日まで）の

事業をご報告するにあたり、ひとことご挨拶申し上げます。

当連結会計年度におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続いております。

先行きにつきましても、雇用、所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効

果もあって、引き続き回復基調が続くことが期待されます。ただし、海外経済

の不確実性や金融資本市場の変動の影響、地政学リスクに留意する必要があり

ます。

当社グループの属する電子機器業界のＩＴ、デジタル分野におきましては、

テレビの市場については中国における設備投資の拡大に加え、スマートフォン

やタブレット端末などは引き続き旺盛な需要を背景に市場が拡大することが期

待されております。

このような環境下において、当社グループは市場動向を見極めながら積極的

に営業展開を行い、顧客ニーズに応えるべく製品等の改良施策を推進してまい

りました。

今後につきましても、大型インクジェット装置やフレキシブル基板製造装置

の積極的な営業展開、コスト削減の推進、新製品の開発を積極的に行い、全社

一丸となって収益性の改善を行ってまいります。

株主の皆様におかれましては、より一層のご理解、ご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

平成30年4月

代表取締役会長兼社長　石井 峯夫

大型インクジェット装置や、
フレキシブル基板製造装置の
積極的な営業展開を行います。

「独創的」な製品作りに情熱を持って「挑戦」し、
会社と社員の永遠の幸福を目指します。

高収益の技術集団

顧客を継続的に創造し、
社員に夢を持たせる
安定と成長、
キャッシュ・フロー経営の強化
①製造業の原点回帰（実行力）
②適時、適材、適所
③ボーダレス経営
④事業の選択と集中

会 社 方 針

ビ ジ ョン

株主の皆様へ 経営理念Message Concept

経営哲学

倫理観の共有

企業文化・風土

コンプライアンス
内部統制・コーポレートガバナンス

企業価値の向上

1 世界一の技術集団として
永遠の成長を目指します 2 「人」を大切にし、

活躍の場を提供します 3 地域に根ざした企業活動を通じ、
経済社会に貢献します
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プリント基板分野
●  直接営業に重点をおいた受注活動を海外子会社の活用や代

理店との連携を行いながら進め、受注獲得の成果へと繋が
り、売上高は増加いたしました。また、平成28年8月に
子会社化したフレキシブル基板向け製造装置に関連した技
術を有する株式会社CAPを活用したプリント基板製造装
置事業の拡大に引き続き注力しております。

液晶関連分野
●  平成29年1月期に獲得した有力液晶パネルメーカー向け

のインクジェットコーターの大口受注を順調に生産、出荷
いたしました。当連結会計年度においては、計画どおりの
売上計上となり、売上高は増加いたしました。

　その結果、売上高は53億88百万円（前連結会計年度比
116.3%増）、営業利益は8億88百万円（前連結会計年度は
60百万円の営業損失）となりました。

インクジェットコーターHS研磨機

売上高／営業利益（△損失）（単位：百万円）

［主要製品］
● HS研磨機　● FBC研磨機　● インクジェットコーター

● 極薄基板用研磨機　● 新型超音波洗浄機　● アクアクリーンシステム

● セラミックジェットスクラブ機　● 極薄基板用水洗乾燥機

FBC研磨機 アクアクリーンシステム

アミューズメント向け部品分野
●売上高は前年と比較して若干の減少となりました。

工作機械および産業用機械分野
●  売上高は堅調に推移し、前年を上回りました。製販体制の

強化として人員配置の見直しおよび中途社員の採用を実施
しており、徐々に効果が現れ始めております。引き続き取
り組みを継続してまいります。

自動車向け印刷製品
●  売上高は、一部製品が生産終了したことにより、前年と比

較し減少いたしました。

その他
●  JPN,INC.においては主要顧客からのラベル印刷製品の受

注が減少したことなどにより売上高が前年を下回りました。
上海賽路客電子有限公司においては新規案件の受注獲得な
ど引き続き順調に推移し、売上高は増加いたしました。

　その結果、売上高は74億52百万円（前連結会計年度比
8.0%増）、営業利益は3億82百万円（前連結会計年度比
41.6%減）となりました。

○GOP液晶システム

○スイッチパネル・ユニット製品

○シルク印刷・ラベル印刷・アルマイト銘板

○フィルム形成

経営成績 Operating Results

売上高 売上高前期比 前期比

前期比 前期比営業利益 営業利益

53億88百万円 74億52百万円

8億88百万円 3億82百万円

116.3％

―　

電子機器部品製造装置 ディスプレイおよび電子部品

8.0％
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売上高／営業利益（単位：百万円）
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第41期 第42期 第43期 第44期 第45期

売 上 高 （千円） 6,123,666 6,781,529 9,415,128 9,406,534 12,852,900
営 業 利 益（ △ 損 失 ）（千円） △18,938 654,116 739,467 593,642 1,271,479
経 常 利 益（ △ 損 失 ）（千円） △91,683 567,030 660,890 416,910 1,279,684
親会社株主に帰属する当期純利益（△損失） （千円） △100,366 953,762 609,225 483,124 1,216,803
純 資 産 額 （千円） 415,602 1,715,285 2,339,133 1,837,639 2,115,162
総 資 産 額 （千円） 10,167,311 12,264,036 11,374,033 12,273,664 11,806,803
1 株 当 た り 純 資 産 額 （円） △167.92 △6.49 72.10 106.05 259.43
1株当たり当期純利益（△損失） （円） △15.73 117.69 72.16 57.91 149.24
総資産当期純利益率（ROA） （％） ― 7.78 5.36 3.94 10.31

15,000
（百万円）
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事業の種類別売上高 親会社株主に帰属する当期純利益（△損失）／1株当たり当期純利益（△損失）経常利益（△損失）／売上高経常利益率

1株当たり純資産額総資産額／純資産額 自己資本比率

　株主の皆様には、平成23年1月期以降は剰余金の配当を実施することができず、多大なご心配、ご迷惑をお掛け
し誠に申し訳ございません。

　この度、第45期定時株主総会におきまして、資本構成の是正、資本政策の機動性の確保および早期復配に向けて、
その他資本剰余金および別途積立金を繰越利益剰余金に振替え、繰越利益剰余金の損失を補填することにつき、株主
の皆様のご賛成をいただくことができました。誠にありがとうございました。

　今後におきましても、安定的な利益確保ができるよう事業展開を行い、株主の皆様のご支援にお応えできるよう、
早期復配に向け取り組んでまいる所存でございます。

　株主の皆様におかれましては、これからも変わらぬご支援ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

財務ハイライト Financial Highlights トピックス Topics

　当社は、平成24年1月期において、太陽電池ウェーハ事業の大幅な縮小に伴う多額の損失の計上に伴い債務超過
となり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在するとして、「継続企業の前提に関する注記」
を記載いたしました。当該状況下において、債務超過を回避し上場維持をするとともに財務体質の抜本的な改善を図
るため、A種優先株式およびB種優先株式を発行し有利子負債の圧縮および運転資金の確保に努めました。

　その後、不採算事業の見直し・改善や組織再編、固定費の削減、保有財産の売却などを実施し、事業につきまして
は、平成27年1月期から黒字化を達成するとともに「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消し、一定の資本
を確保できたことから、平成28年6月30日をもってA種優先株式の全部を取得し消却いたしました。

　残るB種優先株式につきましても平成27年1月期以降の業績改善に伴う自己資本の増加を受けてその取得、消却に
目途がついたものと判断し、平成29年8月17日をもって全てを取得し消却いたしました。

早期復配に向けて

B種優先株式の消却
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個別貸借対照表 個別損益計算書 （単位：千円）（単位：千円）

科　目 当期末
（平成30年1月31日現在）

前期末
（平成29年1月31日現在）

（資産の部）

流動資産 4,338,412 4,872,828

固定資産 5,407,715 5,328,209

資産合計 9,746,127 10,201,037

（負債の部）

流動負債 4,154,572 4,271,335

固定負債 4,098,520 4,598,435

負債合計 8,253,093 8,869,771

（純資産の部）

株主資本 1,486,831 1,301,719

資本金 300,000 300,000

資本剰余金 5,860,466 6,824,825

利益剰余金 △ 4,653,633 △ 5,803,265

自己株式 △ 20,002 △ 19,839

評価・換算差額等 6,203 29,547

その他有価証券評価差額金 6,203 29,547

純資産合計 1,493,034 1,331,266

負債純資産合計 9,746,127 10,201,037

科　目
当期

（平成29年2月 1 日から
平成30年1月31日まで）

前期

（平成28年2月 1 日から
平成29年1月31日まで）

売上高 8,911,446 5,995,623

売上原価 6,068,208 4,198,573

売上総利益 2,843,238 1,797,050

販売費及び一般管理費 1,778,949 1,548,067

営業利益 1,064,288 248,983

営業外収益 172,068 148,646

営業外費用 107,018 214,094

経常利益 1,129,338 183,535

特別利益 44,565 73,894

特別損失 14,871 13,945

税引前当期純利益 1,159,032 243,484

法人税、住民税及び事業税 40,446 51,205

法人税等調整額 △ 31,046 △ 172,164

当期純利益 1,149,632 364,443

連結貸借対照表 連結損益計算書

科　目 当期末
（平成30年1月31日現在）

前期末
（平成29年1月31日現在）

（資産の部）

流動資産 6,541,700 7,113,405

固定資産 5,265,103 5,160,259

資産合計 11,806,803 12,273,664

（負債の部）

流動負債 5,457,778 5,710,747

固定負債 4,233,862 4,725,277

負債合計 9,691,640 10,436,025

（純資産の部）

株主資本 2,298,453 2,046,171

資本金 300,000 300,000

資本剰余金 5,860,466 6,824,825

利益剰余金 △ 3,842,011 △ 5,058,814

自己株式 △ 20,002 △ 19,839

その他の包括利益累計額 △ 245,120 △ 270,531

非支配株主持分 61,829 61,999

純資産合計 2,115,162 1,837,639

負債純資産合計 11,806,803 12,273,664

科　目
当期

（平成29年2月 1 日から
平成30年1月31日まで）

前期

（平成28年2月 1 日から
平成29年1月31日まで）

売上高 12,852,900 9,406,534

売上原価 9,355,855 6,872,421

売上総利益 3,497,045 2,534,113

販売費及び一般管理費 2,225,566 1,940,470

営業利益 1,271,479 593,642

営業外収益 141,573 46,542

営業外費用 133,368 223,274

経常利益 1,279,684 416,910

特別利益 52,696 74,814

特別損失 21,676 29,835

税金等調整前当期純利益 1,310,704 461,890

法人税、住民税及び事業税 98,748 150,218

法人税等調整額 △ 9,222 △ 177,219

当期純利益 1,221,179 488,891

非支配株主に帰属する当期純利益 4,376 5,767

親会社株主に帰属する当期純利益 1,216,803 483,124

（単位：千円）（単位：千円）

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

B種優先株式の全部を取得し、これを全部消却したこと等により前事業年
度末に比べ資本剰余金が9億64百万円減少しましたが、当期純利益を11
億49百万円計上し、利益剰余金が同額増加したことなどから全体では前
事業年度末に比べ1億61百万円増加しました。この結果自己資本比率は
15.3%になりました。

純資産
当社がB種優先株式の全部を取得し、これを全部消却したこと等により前
連結会計年度末に比べ資本剰余金が9億64百万円減少しましたが、親会
社株主に帰属する当期純利益を12億16百万円計上し、利益剰余金が同額
増加したことなどから全体では前連結会計年度末に比べ2億77百万円増
加しました。この結果自己資本比率は17.4%になりました。

純資産
プリント基板製造装置、インクジェットコーターの販売が増加したこと
などから前事業年度に比べ増収、増益となりました。

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益
当社においてプリント基板製造装置、インクジェットコーターの販売が
増加したことなどから前連結会計年度に比べ増収、増益となりました。

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益

連結財務諸表 Consolidated Financial Statements 個別財務諸表 Non-Consolidated Financial Statements
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大株主（上位10名）
株 主 名 所有株式数 持株比率

石 井 峯 夫 1,908,446 株 23.41 ％

石 井 敏 博 615,000 7.54

イシイヒョーキ従業員持株会 545,366 6.69

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 202,200 2.48

石 井 幸 蔵 167,060 2.05

石 井 博 幸 161,380 1.98

株式会社三菱東京UFJ銀行 144,000 1.77

石 井 朋 子 138,240 1.70

松 井 証 券 株 式 会 社 112,900 1.38

株 式 会 社 広 島 銀 行 110,000 1.35

（注）持株比率は自己株式（23,233株）を控除して計算しております。

（注）B種優先株式は、平成29年8月17日をもって90,000株全部を消却いたしました。

商 号 株式会社石井表記

設 立 昭和48年4月

資 本 金 300,000,000円

本 社 広島県福山市神辺町旭丘5番地

営 業 所 東 京 支 店（東京都板橋区）

千 葉 営 業 所 （千葉県市川市）

横 浜 営 業 所 （神奈川県川崎市）

名古屋営業所（愛知県一宮市）

大 阪 営 業 所 （大阪府吹田市）

滋 賀 営 業 所 （滋賀県草津市）

明 石 営 業 所 （兵庫県明石市）

広 島 営 業 所 （広島県安芸郡）

従 業 員 数 329名（連結 586名）

関 係 会 社 国内　株式会社CAP
海外　JPN, INC. （フィリピン）
　　　ISHII HYOKI （SUZHOU） CO., LTD. （中国）
　　　上海賽路客電子有限公司 （中国）

代表取締役会長兼社長 石 井 峯 夫

専 務 取 締 役 平 坂 晋 二

常 務 取 締 役 渡 邊 伸 樹

取 締 役 山 本 晋 宏

取 締 役 松 井 忠 則

取 締 役（ 社 外 ） 石 井 裕 工

取 締 役（ 社 外 ） 本 田 祐 二

常 勤 監 査 役 小 沢 康 博

監 査 役（ 社 外 ） 松 浦 勇 三

監 査 役（ 社 外 ） 森 末 辰 彦

発行可能株式総数 31,734,909株

発行済株式総数 8,176,452株

株主数 2,999名

取締役および監査役（平成30年4月25日現在）

金融機関 9名 0.3%
771,500株

10単元未満 2,297名
520,456株 6.4%

その他法人 105名 3.5%
1,260,878株

外国
29名 358,970株

北海道
41名 10,551株

関東地方
999名 1,976,605株

東北地方
73名 32,831株

中部地方
375名 230,048株

近畿地方
500名 431,595株

中国地方
773名 5,043,183株 四国地方

61名 20,122株

沖縄
8名 7,401株

九州地方
140名 65,146株

100単元未満 615名
1,274,150株 15.6%

2,999名

8,176,452株

個人・その他 2,885名 96.2%
6,144,074株

100単元以上 87名
6,381,846株 78.0%

ホームページのお知らせ

http://www.ishiihyoki.co.jp/

ホームページにアクセスしていただきますと、
当社の各種情報をご覧いただけます。

所有者別株主分布状況

所有株式数別株式分布状況

地域別株式分布状況

会社の概要 Corporate Data 株式の状況 Stock Information
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